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お
久
し
ぶ
り
、
今
ど
う
し
て
い
る
の
？

参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
諸
氏
の
懐
か
し
げ
な
顔
、

笑
い
、
感
激
で
会
場
内
は
熱
気
と
学
生

時
代
の
想
い
出
に
満
ち
て
い
た
。

昭
和
六
十

一
年
十

一
月
八
日
山
、
東

京
都
文
京
区
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

に
て
、
第

一
回
徳
山
大
学
関
東
支
部
同

窓
会
が
盛
況
に
開
催
さ
れ
た
。

関
東
支
部
は
、
ま
ず
本
学
を
卒
業
後
、

就
職
の
た
め
上
京
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
諸
氏

の
就
職
先
、
現
住
所
の
確
認
作
業
か
ら

始
め
ら
れ
た
。
卒
業
後
か
な
り
の
年
月

が
経
過
し
て
お
り
、
転
勤
な
ど
あ
り
連

絡
が
で
き
な
か

っ
た
が
約
六
十
名
の
確

認
が
と
れ
た
。

今
回
は
、
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
十

名
の
参
加
に
よ
り
関
係
者
の

一
人
と
し

て
大
変
嬉
し
く
思
う
。

大
学
側
か
ら
は
、
出
張
で
上
京
中
の

佐
原
昌
弘
学
生
部
長
が
か
け
つ
け
て
く

れ
た
の
を
は
じ
め
、
校
友
会
役
員
が
参

加
し
た
。

ま
ず
豊
岡
正
行
校
友
会
々
長
の
関
東

支
部
結
成
の
祝
い
の
言
葉
で
始
ま
り
、

続
い
て
関
東
支
部
支
部
長
沖
正
明
氏

（徳
山
曹
達
勤
務
）
の
喜
び
の
言
葉
と

続
い
た
。
そ
し
て
、
来
賓
挨
拶
で
、
佐

原
昌
弘
学
生
部
長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。

一
人
ず

つ
、
近
況
報
告
を
兼
ね
て
自

己
紹
介
を
述
べ
て
も
ら

っ
た
。
全
員
懐

か
し
さ
に
、
学
生
時
代
の
想
い
出
、
友

人
、
結
婚
、
恩
師
の
こ
と
な
ど
語
り
合

い
、
い
つ
の
ま
に
か
時
間
が
過
ぎ
て
い

っ
た
。
も

っ
と
長
く
こ
の
ま
ま
語
り
続

け
て
い
き
た
い
、
学
生
時
代
に
戻
り
た

い
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な

っ
た
人
も
い

る
で
あ
ろ
う
。
想
い
出
を
語
る
に
は
、

あ
ま
り
に
も
短
い
時
間
で
あ

っ
た
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

時
間
も
過
ぎ
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い

た
頃
、
会
場
内
の
照
明
が
突
然
消
え
た
。

本
会
企
画
の
‐６
ミ
リ
の
上
映
で
あ
る
。

Ｏ
Ｂ
諸
氏
に
は
、
懐
か
し
い
本
学
の
姿

が
目
に
止
ま

っ
た
で
あ
ろ
う
。
昨
年
、

徳
山
大
学
後
援
会
に
て
制
作
さ
れ
た
大

学
案
内
の
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。
ま
ず
、

あ
の
懐
か
し
の
校
歌
で
始
ま
り
、
学
内

の
諸
施
設
、
授
業
風
景
、
年
間
の
主
な

行
事
等
が
次
々
に
映
し
出
さ
れ
る
ご
と

に
大
き
な
歓
声
が
わ
い
た
。

今
回
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
諸
氏
も

一
期
生

か
ら
十

一
期
生
ま
で
お
り
、
今
ま
で
名

前
も
顔
も
知
ら
な
か

っ
た
同
志
も
い
た

が
、
い
つ
の
ま
に
か
意
気
投
合
し
、
時

の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
語
り
合

っ
て
い
た
。

最
後
に
本
会
開
催
を
記
念
し
て
、
全

員
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
た
。
そ
の
後
、

場
所
を
二
次
会
に
移
し
第

一
回
徳
山
大

学
関
東
支
部
同
窓
会
は
幕
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
度
の
広
島
支
部
に
続
く
関
東
支

部
の
結
成
は
、
校
友
会
組
織
の
拡
充
に

大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

参
加
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
諸
氏
は
も
と
よ
り
、

次
回
の
同
窓
会
の
多
数
の
ご
参
加
が
あ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
Ｏ
Ｂ
諸
氏
の
益
々
の
ご

活
躍
を
役
員

一
同
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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昭和 62年 度予算書 昭和 61年 度 決算 書ヽ_

t

歳 人 部

科    目 予 算 額 備 考

前年度繰越金

会  費
第14期 生会費

追徴会費

推薦会費

雑 収 入

雑収入

受取利息

441,609

4,750,000

4.680,000

50,000

20,000

330,000

300.000

30,Oα)

Tシ ャツ、コピー、名簿

科    目 予 算 額 備 考

会務運営費

備品費

会議費

通信費

事務費

渉外費

慶弔費

諸会費

交際費

旅費交通費

記念品費

人件費

部
.費

企画部費

組織強化部費

奨 学 費

基  金
事業積立基金

予 備 費

2,751,000

50,000

500,000

590,000

220,000

100,000

70,000

1,000

100,000

420,000

500,000

200,000

1,520,000

520,000

1, ЮO,000

344,000

500,000

500,000

406.609

機関誌 2回  540,∞0円
コピーキ ット 72,000円  2回

タクシー、旅費出張費

卒業生記念品

機関誌、校友会文庫 、卒業生名薄、

周南支部結成、同窓会、学生援助費

61年度 3月 末累計額

10,476,094円

ステール製引出 し

歳 入 の 部

科 目 予 算 額 歳 入 額 差   異 備 考

前年度燥越金

会  費
特別会計繰入金

雑 収 入

事業積立基金取崩 し

998,113

4,630,000

1.372.166

530000
2,500,000

998,113

5,010,000

1,372,1 6

675,830

0

0

△  |“0,000
0

△  145,830

2,500,000

13期 生会責外

寮 残高

70

歳 の

科 目 予 算 額 歳 出 額 差   異 備 考

会春運営費
備品費
会議費
通信費
事務費
渉外費
慶弔費
諸会費
交際費
旅費交通費
記念品費
人件費
部  費
企画部費
組織強化部費
奨 学 費
15周年記念事業費
特別会計出資金
基  金
事業積立基金
予 備 費
繰 越 金

3,213.000
50,000
500,000
590,()00

282,Ю0
200,000
70,000
1,000

100,000
550,000
570,000
300,Oα )

1,286,000

586.000
700,000
0

2,500,000
2.500,000

0

531,279
0

2,072,773
0

286.093
257,680
227,750
142,890
36,000
0

15,(〕 )1)

473,560
446,000
187,800
572,927
350.000
222,927
268,000

2,200,800
2,5CЮ ,000

0

0

441,609

1,140,227

50,000
213,907
332,320
54250
57,110
34,000
1,000

85,000
76,440
124,000
112,200
713.073
236,000
477,073
268,000
299,200
0

△

0

531,279
△  441,609

卒業生記念品

女子短大  ブロンズ像 寄贈
事業部出資金
61年 3月 末累計額

10,476.094円

計 10.030.279 8.056.109 1,974.170
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昭
和
六
十
二
年
四
月
四
日
、
待
望
の

徳
山
女
子
短
期
大
学
の
第

一
回
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
今
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
、

明
る
く
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

新
緑
の
濃
い
五
月
二
十
日
に
は
、
大

学
グ
ラ
ン
ド
で
第

一
回
合
同
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
、
学
生
約
四
五
〇
名
が
、
紅

白
に
分
か
れ
て
競
技
を
行
な
い
ま
し
た
。

障
害
物
競
争

・
玉
入
れ
な
ど
に
珍
プ
レ

ー
、

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
の
続
出
で
、
男

子
学
生
に
と

っ
て
い
つ
も
以
上
に
張
り

切

っ
て
い
る
姿
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

五
月
二
十
三
日
に
は
、
開
学
式
が
行

な
わ
れ
、
地
元
企
業
関
係
者
、
来
賓
等

多
数
を
招
き
、
徳
山
女
子
短
大
生
徒
執

行
部
代
議
員
長
、
川
島
由
紀
さ
ん
が
代

表
と
し
て

「
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
技

術
と
心
を
持

っ
た
女
性
に
な
る
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。」
と
、
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
た
。
ま
た
、
課
外
活
動
に
お
い
て
も
、
硬

式
テ
ニ
ス
部

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー
部
な
ど
が
、
徳
山
大
学
と
記
念
館

（体
育
館
）
を
共
用
し
て
練
習
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

・
同
好
会
も
同
時
に
発
足
し
、
山
口
市

の
県
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た

「
第
二
回

全
日
本
女
子
柔
道
団
体
優
勝
並
び
に
山

口
県
選
考
会
」
で
活
躍
し
た
和
田
小
織

さ
ん
や
若
田
直
美
さ
ん
も
柔
道
同
好
会

を
結
成
し
、
徳
山
大
学
柔
道
部
員
と
と

も
に
連
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
諸
氏
に
と

っ
て
も
、
待
ち
望
ん

で
い
た
徳
山
女
子
短
期
大
学
で
も
あ
り
、

徳
山
に
来
ら
れ
た
時
に
は
、
お
気
軽
に

ご
来
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

激
戦
で
あ

っ
た
昭
和
六
十
二
年
度
入

試
も
無
事
終
了
し
、
四
月
三
日
の
入
学

式
に
、
新
た
に
六

一
八
名
の
新
入
生
を

迎
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

六
十
二
年
度
入
試
を
振
り
返

っ
て
み

る
と
、
受
験
生
に
と

っ
て
大
変
き
び
し

い
年
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
六
十
年
を

境
と
し
て
１８
才
人
口
が
急
増
し
、
受
験

生

一
〇
〇
万
人
時
代
を
迎
え
る
入
試
状

況
の
中
で
、
本
学
も
志
願
者
が
着
実
に

伸
び
二
〇
五
〇
名
と
、
初
の
二
〇
〇
〇

名
突
破
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
過
去
最
高

で
あ

っ
た
昨
年
度
よ
り
も
四
六
八
名
の

大
幅
増
で
あ
る
。
今
春
は
女
子
短
期
大

学
の
開
学
年
で
も
あ
り
、
教
育
施
設
や

環
境
の
拡
充
等
の
理
解
が
得
ら
れ
た
こ

と
が
、
進
路
決
定
の
う
え
で
大
い
に
左

右
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

入
試
別
で
の
特
色
と
し
て
は
、
推
薦

。
一
般
の
各
二
次
試
験
が
昨
年
度
に
比

べ
高
い
倍
率
と
な

っ
た
。

（推
薦
二

・

四
倍
↓
三

・
三
倍
、　
一
般

一
・
六
倍
↓

四

・
三
倍
）
六
十

一
年
度
の
イ
メ
ー
ジ

で
志
願
し
受
験
し
た
者
に
と

っ
て
は
、

い
さ
さ
か
驚
き
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
全
体
の
志

願
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、　
一
次
試
験

の
合
格
者
の
内
、
予
想
以
上
に
入
学
辞

退
者
が
少
な
か

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。次
に
県
別
の
入
学
者
数
に
目
を
向
け

る
と
、
例
年
通
リ
ト
ッ
プ
は
広
島
県
で

以
下
山
口

ｏ
愛
媛

・
岡
山
と
続
く
。
上

位
四
県
の
昨
年
度
と
の
比
較
は
、
広
島

一
三
四
名
↓

一
九
六
名
、
山
口

一
一
八

名
↓

一
二
八
名
、
愛
媛
五
三
名
↓
四
九

名
、
岡
山
四

一
名
↓
二
九
名
と
な

っ
て

い
る
。
こ
の
中
で
特
に
目
を
引
く
の
は
、

広
島
の
大
幅
ア
ッ
プ
と
岡
山
の
ダ
ウ
ン

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と
な

っ
た

原
因
と
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
受

験
人
口
増
加
に
伴
う
受
験
戦
争
激
化
で
、

受
験
者
の
地
元
思
考
が
強
ま

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
地
元
山
口
で
も
志
願
者
が

大
幅
に
伸
び
て
お
り
、
ま
た
新
入
生
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い

て
も
、
選
択
理
由
と
し
て
地
理
的
条
件

を
あ
げ
て
い
る
者
が
多
く
み
ら
れ
た
。

今
年
度
入
試
の
主
な
変
更
点
と
し
て

は
、
推
薦
が

一
回
に
な

っ
た
こ
と
で
あ

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
二
次
試
験
が
高

倍
率
で
、
せ

っ
か
く
推
薦
し
て
も
ら

っ

て
も
多
く
の
受
験
生
を
落
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
他
大
学
の
多

く
が
推
薦
を

一
回
に
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
状
況
が
、
そ
の
主
な
要
因
で
あ
る
。

願
書
請
求
状
況
に
お
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
昨
年
並
み
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
を
昨
年
以
上
大
幅
に
上
回

っ
て
い

く
た
め
に
は
、
本
学
の
評
価
が
西
日
本

全
域
に
侵
透
し
よ
う
と
し
て
い
る
状
況

下
で
こ
そ
、
き
め
細
や
か
な
公
報
活
動

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

一
例

と
し
て
、
受
験
者
並
び
に
在
学
生
の
出

身
校
訪
間
等
を
、
例
年
以
上
に
丹
念
に

行

っ
て
お
り
、
本
学
の
教
育
理
念
や
全

体
像
を
十
分
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に

鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

校
友
会
諸
氏
に
つ
い
て
は
、
母
校
の

よ
り

一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
や
地
域
で
の
積
極

的
活
動
を
期
待
す
る
。

昭
和
六
十
二
年
度
入
試
結
果

及
び
現
況
報
告

()内女子数
出 身 県 別 入 学 者 数

志願者・合格者動向

一
志願者

……合格者

2000

1500

1000

500

山  口 128(5) 香  川 18 宮 崎 滋 賀 群 馬

広  島 196(2) 徳  島 15 鹿児島 重 外 国

岡  山 29(1) 福  岡 22 沖  縄 5(1) 愛  知 計 618(11)

島 根 11 佐 賀 12 兵 庫 24 岐 阜

鳥 取 11 長 崎 13 大  阪 28 静 岡

愛 媛 49 熊  1本 京 都 11 神奈川

高 知 17 大  分 7(2) 和歌山 11 東 京

626160
年度

人数

℃

_ヽ



校 友 会 誌  〔4〕

六
月
二
十
六
日
徳
山
市
の
北
部
に
位

置
す
る
須
々
万
に
六
十

一
年
六
月
ょ
り

工
事
を
進
め
て
い
た
須
々
万
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
完
成
し
た
。
総
面
積
三
六
、　
一
三

四

。
九
二
″
の
う
ち
野
球
場
九
、
六
四

七
″

（両
翼
９１

れ
、
セ
ン
タ
Ｉ
Ｈ
π
）
、

雨
天
練
習
場
五
三
六
″
鉄
骨
造

一
階
立

（練
習
場
、
管
理
室
、
ポ
ン
ブ
室
、
シ

ャ
ワ
ー
室
等
）
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

一

面
二
三
〇
″
の
整
備
工
事
で
総
工
費

一

六
八
、
〇
〇
〇
万
円
を
投
じ
完
成
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
開
き
に

第

一
回
中
国
地
区

大
学
野
球
新
人
戦

我
校
優
勝
〃

須
々
万
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
完
成
を
記
念

し
て
、
六
月
二
十
六
日
よ
り
二
十
八
日

（
三
日
間
）
中
国
地
区
大
学
野
球
連
盟

主
催
の
第

一
回
中
国
地
区
大
学
野
球
新

人
戦
が
須
々
万
グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場
で

開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
り

行
な
わ
れ
、
徳
山
大
学
野
球
部
が
順
当

に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
に
進
ん
だ
。
決

勝
は
岡
山
商
科
大
学
と
対
戦
、
徳
山
大

が
逆
転
し
て
初
優
勝
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

開
き
に
花
を
添
え
た
。
ま
た
、
個
人
賞

の
最
高
殊
勲
選
手
に
梶
原
礼
士
君

（
一

年

。
滝
川
第
二
高
校
出
身
）が
受
賞
し
た
。

▼
１
回
戦

鳥
取
大

０
１
０

０
〇
一１

徳
山
大

２
６
２

０
２
一１２

（５
回
コ
ー
ル
ド
）

〔鳥
〕
日
下
部
―
野
沢

〔徳
〕
梶
原
―

大
西
　
困
島

（
日
下
部
）
福
永

（日
下

部
）
□
梶
原
、
槙
尾

（徳
）

▼
２
回
戦

岡
山
理
大

０
０
０

０
〇
一〇

徳

山

大

１
４
４

４
×
一１３

（５
回
コ
ー
ル
ド
）

〔岡
〕
井
木
、
小
谷
―
角
田

〔徳
〕

日
高
―
大
西
　
□
柑
子
木

（徳
）

Ｏ
Ｂ
か
ら
職
員
ヘ

十
二
期
生

山

田

貴

義

学
生
時
代
に
フ
オ
ー
ク
ソ
ン
グ
同
好

会
を
発
足
、
初
代
主
将
と
し
て
三
年
間

活
動
し
、
想
い
出
深
い
所
と
な

っ
た
、

徳
山
大
学
。

卒
業
し
た
の
は

一
年
前
の
春
で
し
た
。

「
も
う

一
度
徳
山
大
学
に
帰

っ
て
き

た
い
」
こ
う
し
た
切
な
る
願
い
が
通
じ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
ペ
ン
を
走
ら
せ

て
い
る
場
所
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
同
キ

ャ
ン
パ
ス
内
な
の
で
す
。

と
言

っ
て
も
、
別
に
遊
び
に
来
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
式
に
採
用
し

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

今
年
の
四
月
ょ
り
、
徳
山
女
子
短
期

大
学
が
設
立
さ
れ
た
事
は
、
み
な
さ
ま

も
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
何
も

か
も
が
新
し
く
、
す
べ
て
に
お
い
て
こ

れ
か
ら
創

っ
て
い
く
大
学
で
す
。
私
は

そ
こ
の
総
務
係
と
し
て
が
ん
ば

っ
て
お

り
ま
す
。

「
短
大
の
職
員
で
す
か
、
い
い
で
す

ね
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
実
際
は
け

っ
こ
う
気
を
使
う
点
も
多
く
、
家
に
帰

る
と
グ

ッ
タ
リ
し
て
い
る
毎
日
な
の
で

す
。
し
か
し
、
教
職
員
の
方
々
や
学
生

達
と

一
緒
に
創

っ
て
い
く
喜
び
は
何
者

に
も
変
え
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
、
最
高
に
充
実
し
て
い
意
す
／

今
後
も
徳
山
大
学
Ｏ
Ｂ
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
精

一
杯
や
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

校
友
会
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し

て
し
ょ
う
か
。
校
友
会
誌
第
八
号
を
や

っ
と
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
第

一
回
関
東
支
部
同
窓
会

及
び
、
今
年
四
月
開
学
の
運
び
と
な

っ

た
、
徳
山
女
子
短
期
大
学
の
こ
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
子
短
大

の
受
験
者
も
予
想
を
は
る
か
に
上
回
り

徳
山
女
子
短
期
大

（経
営
情
報
学
科
）

の
定
員

一
〇
●
名
に
対
し
、
四
二
七
名

の
受
験
者
が
あ

っ
た
１
厳
し
い
選
考
の

結
果
、　
一
四
六
名
が
第

一
期
生
と
し
て

入
学
し
た
。
校
友
会
誌
で
紹
介
し
て
い

る
様
に
、
各
大
学
行
事
に
も
華
や
か
さ

が
ま
し
、
本
学
の
男
子
学
生
を
始
め
、

教
職
員
の
心
の
中
に
も
、
華
や
か
な
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
う
ら
や
ま
し
く
思
わ
れ
る
Ｏ
Ｂ
諸

氏
に
は
、
是
非

一
度
、
ご
来
学
を
／

ま
た
、
発
展
す
る
本
学
を
、
多
く
の

方
に
ご
紹
介
す
る
目
的
で
、
徳
山
大
学

後
援
会

（父
兄
会
）
が
、
本
学
の
紹
介

ビ
デ
オ
を
製
作
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の

方
は
同
封
の
案
内
用
紙
を
ご
ら
ん
下
さ

い
。
次
回
、
校
友
会
誌
第
九
号
は
、
来

年
二
月
に
発
刊
予
定
で
す
。
女
子
短
大

を
含
め
た
、
大
学
各
行
事
の
ご
紹
介
を

企
画
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
よ
り

校
友
会
事
務
局
の
事
務
を
長

い
間
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
、

奥
田
洋
子
さ
ん
か
ご
結
婚
の
為

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、

新
し
く
事
務
局
員
と
し
て
二
塚

裕
子
さ
ん

（日
本
大
学
文
理
学

部
国
文
学
科
卒
　
２４
才
）
が
専

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

▼
準
決
勝

岡

山

た
、
１

０

０

０

０

０

〇

一１

Ｆ

Ｉ

一

´

　

　

　

　

　

　

　

　

一

徳
山
大

１
０
０

２
０
６

×
一９

（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

〔岡
〕
小
田
―
橋
本

〔徳
〕
城
山
、

岡
田
―
大
西
　
国
大
西

（徳
）

山

口

大

２
０
０

０
０
０

０
〇
一２

岡
山
商
大

３
２
０

０
０
１

１
２
一９

（８
回
コ
ー
ル
ド
）

〔山
〕
小
野
又
、
中
野
―
松
岡

〔岡
〕
藤
井
、
大
住
―
柳
川
　
困
町

（小
野
又
）

□
木
村

（岡
）
竹
内

（山
）

▼
決
　
勝

岡
山
商
大

１
０
０

０
０
０

１
２
×

徳

山

大

〔岡
〕
古
田
―
河
村

〔徳
〕
日
高
、

梶
原
―
大
西
　
□
島

（徳
）
国
田
村

（徳
）
町
、
本
村

（岡
）
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